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商品の機能が十分発揮されるように、この取付説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。
HP430ー7はVP75・VU75用、HP430ー1はVP100・VU100用です。

完　　成　　図 
白色パッキン貼り付け要領 

周囲のごみや水分を取り除き、セパレート紙を 
はがして白色パッキンを貼る。 

パッキンを逆向きに 
取り付けないでください。 
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塩ビ排水管の床立ち上げ寸法は床仕上げ面と同一に
してください。

（接着剤を使用しないと水漏れの原因になります） 
その際必ず床フランジの突起部を便器の中心線に合
わせてください。一度接着しますと、手直しができ
ませんので、ご注意ください。

3．木ねじ4本で床フランジを床に固定します。 
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器具の取り付け

床フランジの差し込み部外周および塩ビ排水管内面
に塩ビ用接着剤を塗り、塩ビ排水管にいっぱいまで
押し込みます。

2．

床フランジにTボルトを挿入して便器を仮据えし、便
器に取付木ねじ用の穴がある場合は木ねじの位置を
あたり、下穴の処置をしてください。TボルトはTボ
ルト取付芯（矢印）に合わせてください。 
床フランジの溝にパッキンをセットしてください。
パッキンをセットする場合は必ず下図のようにセッ
トしてください。逆向きにセットしますと、水漏れ
や便器のガタつく原因となりますので避けてください。  

便器排水口外周のごみや水分を取り除き、白色パッ
キンのセパレート紙をはがして貼り付け、便器を所
定の位置に据え、ナットを締め付けて固定します。
なお、ナットを強く締めすぎて、便器を割らないよ
うご注意ください。 

4．

5．

6．

塩ビ排水管の床立ち上げ寸法は床仕上げ面と同一にして
ください。

塩ビ排水管がVU75管の場合は同梱のVU管用アダ
プターを使用し、先に床フランジ本体側に付けて
ください。
その際、VU管用アダプター内面および外周と壁フ
ランジ本体差し込み部外周に塩ビ用接着剤を塗り
取り付けてください。
（VU管用アダプターを先に塩ビ排水管に取り付け
ますと、VU管用アダプターが所定の位置まで差し
込めなかったり、排水管の中まで入りすぎたりし
て、床と便器の間にすき間が発生したり、水漏れ
の原因になります）  

2-1．

2-2．塩ビ排水管がVP100管の場合は同梱のVP管用ア
ダプターを使用し、先に床フランジ本体側に付け
てください。 
その際、VP管用アダプター内面および外周と壁フ
ランジ本体差し込み部外周に塩ビ用接着剤を塗り
取り付けてください。（VP管用アダプターを先
に塩ビ排水管に取り付けますと、VP管用アダプタ
ーが所定の位置まで差し込めなかったり、排水管
の中まで入りすぎたりして、床と便器の間にすき
間が発生したり、水漏れの原因になります）

2-3．塩ビ排水管がVU100管の場合は同梱のVP100管
用アダプターとVU100管用アダプターを塩ビ用
接着剤を塗り取り付けたものを使用し、先に床フラ
ンジ本体側に付けてください。
その際、VU管用アダプター内面および外周と壁フ
ランジ本体差し込み部外周に塩ビ用接着剤を塗り
取り付けてください。
（VU管用アダプターを先に塩ビ排水管に取り付け
ますと、VU管用アダプターが所定の位置まで差し
込めなかったり、排水管の中まで入りすぎたりして、
床と便器の間にすき間が発生したり、水漏れの原因
になります）  

3．床フランジ本体の差し込み部外周（VU・VP管アダプタ
ー内・外周）に塩ビ用接着剤を塗り、塩ビ排水管にいっ
ぱいまで差し込みます。
（接着剤を使用しないと水漏れの原因になります）
その際、必ず床フランジの突起部を大便器の中心線に合
わせてください。一度接着すると、手直しができません
ので、ご注意ください。  

4．
5．床フランジにTボルトを挿入して便器を仮据えし、便器
に取付木ねじ用の穴がある場合は木ねじの位置をあたり、
下穴の処置をしてください。TボルトはTボルト取付芯（矢
印）に合わせてください。 

木ねじ4本で床フランジを床に固定します。 

6．

7．便器排水口外周のごみや水分を取り除き、白色パッキン
のセパレート紙をはがして貼り付け、便器を所定の位置
に据え、ナットを締め付けて固定します。
なお、ナットを強く締めすぎて、便器を割らないようご
注意ください。  

床フランジの溝にパッキンをセットしてください。
このときパッキンの向きに注意してください。 

●塩ビ排水管VP75の場合 
1．

●その他の塩ビ排水管の場合 
1．
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